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天草 騒動の 張本人 天草 四郎時 貞は 幼名 を 小 四 郎と云 

いました。 九州 天草 大矢野 郷越野 浦の 郷士で あり 曾て 

は 小 西 行 長の 右筆まで 為た 増 田 甚兵衛 の 第三 子で あり 

ましたが 何より 人 を 驚かせた の は其珠 のよう な 容貌で、 

倫 を 絶した 美貌 の ため 男色 流行の 寛 永年間と して 諸人 

に渴 仰され たこと は 沙汰の 限りで ありました。 

併し 天 は 二 物 を 与えず、 四郎は 利口ではありません 

でした。 是を 講釈師に 云わせ ますと 「四郎 天成 発明に 

して 一 を 聞いて 十 を 悟り、 世に 所謂 麒麟 児に して」 と 



必ず 斯う あると ころです が、 尠くも 十五の 春の 頃 迄 は 

寧ろ 白痴に 近 か つ たようです。 

それ は 十五の 春の 頃でした が、 或 時 四郎は 父に 連れ 

られて 長 崎 へ 行った こ とが) J ざ います。 

或 日 四 郎は只 一人で 港 を 歩いて 居りました。 それ は 

しかも 

一 月の 加 之 七日で 七草の 日で ありまし たので 町 は 何ん 

となく 賑 かでした。 南国の ことであります から 一月と 

云っても 雪な ど は 無く、 海の 潮 も 紫 立ち 潮風 も暖 いく 

らいです。 桜 こそ 咲いて は 居りませんで したが 金糸 桃 

の 花 は 家々 の 園で 黄金の ような 色 を 見せ 夢の ように 仄 

な 白木蓮 は艷 かしい 紅 桃と 妍を 競い 早出の 蝶が 蜜 を 



つ て 花から 花 へ 飛び 廻 わる II 斯う 云 つ たような 長 

閑な 景色 は 至る所で 見られました。 

髪 は 角 髪 衣裳 は 振袖、 茶 宇の 袴に 細身の 大小、 草履 

を 穿いた 四 郎の姿 は、 天の 成せる 麗質と 相俟って 往来 

の 人々 の 眼 を 欷 て 別ても 若い 女な ど は 立ち止ま つ て 

見たり 振り返って 眺めたり 去り 難い 様子 を 見せる ので 

した。 

四郎は 無心に 海 を 見 乍ら 港 を 当て 無く 歩いて いまし 

たが 不図 砂地の 大 岩の 周囲に 多数の 男女が 集ま つ て 騒 

いでいる のに 眼 を 付けます と、 愚し い 者の 常と して 直 

ぐに 走つ て 行きました。 



岩の 上に 老人が いて 何 か 喋 舌って いるので した。 

白い 頭髪 は 肩まで 垂れ 雪 を 瞞く長 髯は胸 を 越して 腹 

まで 達し 葛の 衣裳に 袖 無 羽織、 所謂 童顔と でも 云う の 

なつめ 

でしよう 棗の ような 茶褐色の 顔色。 鳳眼隆 鼻。 引き 

縮った 唇。 其 老人の 風采 は 誠に 気高い ものでした。 

と、 老人 は 一 同 を 見渡し カラカラと 一 つ 笑いました 

力 

「これ 集まった やくざ 者 共、 何 を 馬鹿 顔 を 為て 居る ぞ_ 

いつもの 芸当 を 見たい そうな。 …… ところが 左様 は 問 

屋で 卸さぬ。 碌な 見料 も 置いて いかずに 面白い 芸当 を 

見ようと する の は 取 も 直さず 泥棒 根性。 眼 保養の 遣ら 



速さ を 以て 雲の 中へ 引 込まれました。 

と、 突然 其 雲の 中から 老人の 声が 聞え て 来ました。 

「さあもう 今度 は 金 を 投げても よかろう」 

声に 応じて 見物 達 は 雨の ように 小銭 を 投げ ましたが、 

不思議なる 哉。 その 小銭 は 一 つと して 地上に 落る もの 
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無く 忽然と 又 翩飜と 空に 向か つ て 閃めき 上り 皆 雲の 中 

へ 這 入って 了い ました。 

しみつ た 

「何 だ、 これつ ばかり か、 鄙 吝れた 奴等 だ。 が 今日の 

飯 代に はなる。 ワッハ ッ ハツ ハツ」 

と 笑う 声が したが 夫れ も 矢っ張り 雲の 中からで す。 

一 人 去り 二人 去り 何時の間にか 見物人 は 立ち去り ま 



「お 爺 さあ ァん ！」 

と 声 を 張り上げ 四郎は 呼び 乍ら 足 を 空に して 其方へ 

走って 行きました。 

間も無く 林まで 行き着き ましたが、 もう 其 時 は 老人 

は遙 かの 岡の 上に 立って いました。 四郎は 少しも 勇気 

を 挫かず 岡 を 目掛けて 走って 行き、 漸く 岡へ 着いた 時 

に は、 今度 は 老人 は遙か 彼方の 小川の 岸に \ィ み 乍ら 

四郎を 手招いて 居りました。 

今度 は 流石に 落胆り 〔# 「落胆り」 は 底本で は 「落胆り 匕 

して 四 郎は足 を 止め ましたが、 併し 何う にも 名残 惜く 

て 引つ 返え す 気に もな りませんでした。 



其 時 老人 は 手 を 上げて 二、 三度 四郎を 招き ましたが 

「小僧！」 と復も 呼ぶ のでした。 

それで 復 もや 元気 を 出して 四郎は 其方へ 走って 行き 

ました。 

併し 全く 不思議な ことに は 何ん なに 四郎が 走っても 

何う しても 老人へ は 追い着け ません。 その 癖 老人 は疲 

労れた 足つ きで ノロ ノロ 歩いて いるので す。 

小川 を 越す と 広い 野と なり 野 を 越す と 小高い 丘と な 

り 丘の 彼方 は 深い 林で 白い 色の 見えます の は 辛夷の 花 

が 咲いて いるので しょう。 

やがて 夕暮 となりました。 ケン ケンと 鳴く 雉子の 声 _ 



を 自由にして 下さい。 隠れ場所から 出して 下さい」 

「だって 何処に 隠れて いるの？」 —— 四郎は 不思議 そ 

うに 尋ねました。 

「それ はね、 人の 胸の 中に」 

「マリアお 姫さん。 斯うい う 名ね？」 

「ええ、 そうよ。 そういう 名よ。 〈神の 子 エス -キ リス 

トの 母〉 斯う 云っても よいので すよ」 

「大変 長い 名なん です ね」 

「愛。 —— 斯う 云っても よいので すよ。 〈人々 よ 互に 

愛し 合えよ〉 妾 は 日本の 人達に 斯うい う 教え を 説いて 

いるので すから ね」 



貴郎の 美貌 を 使って 妾 達の 持って いる 宗教 を 世間に 拡 

めなければ なりません」 

斯う 云い 乍ら 其 娘 は 懐中から 十字架 を 取り出し まし 

たが 夫れ を 四郎の 首へ 掛けました。 

と 其 瞬間から 四郎の 人物 は ガラリ 一 変 致しまして 近 

代 科学で 説明し ますれば 所謂 性格 転換と でも 云おう か、 

怜悧 聰明 並ぶ もの 無い 麒麟 児と な つたので ございます。 

が 併し 夫れ は 後で 説く として、 此時 眠って いた 老人が 

II 即ち 森宗意 軒が 眠りから 醒めて 起き上がりました 

力 

「やや これ は迂濶 千万。 出し放しと は 気がつか なかつ 



た」 斯う 云い 乍ら 酔眼 を 拭り、 皿 や 火鉢 を 取り 上る と 

ポンポン 口の 中へ 抛り 込み ましたが、 最後に 娘 を 引き 

寄せる と 膝の 上へ 抱き上げました。 と 其 体が 小さくな 

る。 夫れ を 口中へ 抛り 込む。 そうして 其 儘 行き かけ ま 

したが、 何気無く 四郎を 認めます と ハツとば かりに 大 

地へ 坐り 両手 を 土へ 突きました。 

「天童 降 来。 天童 降 来。 はは ッ、 お 目 見得 を 仰せつか 

リ忝 けのう 存じます 〔# 「忝け のう 存じます」 は 底本で は 

「恭 けのう 存じます 匕」 斯う 云って 平伏した のです。 

すると、 四 郎は其 瞬間から、 自分 を 天より 遣わされ 

たる 天使で あると 思い込みました。 



「おお 其方 は 森 宗意軒 か」 言葉 迄 も 全然 変り 「私 は宗 

旨を拡 める ため 天から 遣わされた 童 児で ある ぞ」 

「尊い 尊い 天の 童 児 様！ 尊い 尊い 天の 童 児 様！」 

「見ろ、 私 は 義軍 を 起こし、 キリストと マリアと を 守 

るであろう！」 

「ハラ イソ、 ハラ イソ、 ハラ イソ、 ハラ イソ！」 宗意 

軒 は 斯う 云 つ て 十字 を 切りました。 

「 …… われ は 命の パンな リ。 われに 来たる 者 は 飢えず _ 

我 を 信ずる 者 は いつまでも 渴 くこと なからん。 」 

突然 四郎は 立ち上がり 斯う 威厳 を 以て 叫び ましたが、 

是は 聖書の 文句な のです。 しかし 四郎は 白痴でした。 



て 城 中へ 取って返した 頃に は 既に 虫の息で ありました。 

城 中 悉く 色 を 失い、 寂然と 声 を 飲んだ 其 折 柄、 窓 を 通 

して 射し 込んで 来たの は 落ち行く 太陽の 余光でした。 

その 華 かに も 物寂しい 焰 のよう な 夕陽 を 浴びて 四郎 

は 静かに 寝て いました が、 

「われ 渴く」 と 眩き ました。 

すぐに 葡萄酒が 注が れ ました。 

「事 畢リ ぬ」 と 纏て 云った 時には 首 を 垂れて 居り まし 

た。 魂が 天に 帰った のでした。 白痴に して 英雄 児摩訶 

不可思議の 時代の 子 は 斯うして 永久 世 を 去った のでし 

た。 臨終に 云った 二つの 言葉 は、 エス .キ リストが 十 
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